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中期経営計画 2029「1Kプロジェクト - SPRING戦略 -」の策定に関するお知らせ 

 

当社は、2026年 10月 16日開催の取締役会において、2027年 7月期から 2029年 7月期までの 3カ年

を対象とする中期経営計画 2029「1Kプロジェクト - SPRING戦略 -」を策定いたしましたので、お知

らせいたします。 

 

1．基本方針 ― 収益力と企業価値の向上 

 

当社グループは、これまで培ってきた独自のバイオ技術、研究開発力及び事業基盤を活用し、既存事

業の収益力強化と新たな成長領域の開拓を推進してまいります。本計画では、売上規模の拡大にとどま

らず、利益成長とキャッシュ創出力の向上を重視し、持続的に企業価値を高める経営を目指します。 

 

2．成長シナリオ ― 基盤構築から飛躍へ 

 

既存事業の収益性改善、財務基盤の強化、営業キャッシュ・フローの安定的な創出に取り組むととも

に、成長領域への投資を進めます。これまでの取り組みの成果を結実させ、事業拡大と利益成長を加速

させることで、次の成長ステージへの飛躍を目指します。 

 

3．新価値創造と M&A ― メディカルフード事業の創出 

 

創薬、繊維、アグリの各事業領域において、当社独自の技術と研究開発力を活用し、新たな収益の柱

の育成に取り組みます。あわせて、M&Aを通じて既存事業の枠を超えた新たな成長領域の創出を目指

します。 

その具体的な取り組みとして、株式会社マリン・プロフーズの株式取得契約を締結しております。同

社が有する製品群と、当社の研究開発力・機能性素材を融合させ、良質なフィッシュプロテインに機能

性素材を組み合わせることで、健康価値を高めた「メディカルフード」という新たな事業領域を創出し

ます。さらに、病院・介護施設等への既存 BtoB販路に加え、当社の BtoC通販事業、小売りネットワー

ク及びグローバル事業基盤を活用し、国内外への展開拡大を目指してまいります。 

 

4．財務目標 ― 利益成長とキャッシュ創出の両立 

 

2029年 7月期の目標として、売上高 720億円、営業利益 41億円、営業キャッシュ・フロー34億円、

EPS111円を掲げます。利益成長とキャッシュ創出力の向上を両立させるとともに、財務規律と投資効
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率を重視した経営を進め、持続的な成長を支える財務基盤を構築してまいります。 

 

5．今後の展望 ― 売上高 1,000億円への挑戦 

 

当社グループは、既存事業の進化、新たな成長領域の育成、M&Aによる事業領域の拡大を一体的に推

進し、売上高 1,000億円の達成に向けて挑戦を続けてまいります。本計画の着実な実行を通じて、収益

力とキャッシュ創出力を強化し、株主・投資家の皆様をはじめとするステークホルダーの期待に応え、

中長期的な企業価値の向上に努めてまいります。 

 

なお、本計画の詳細につきましては、添付資料をご参照ください。 

 

以上 
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（１） 中期経営計画2026 「新価値創造1Kプロジェクト」 総括

（2） 中期経営計画2029 説明
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中期経営計画２０２6「新価値創造１Kプロジェクト」総括
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中期経営計画２０２6「新価値創造１Kプロジェクト」総括

【新価値創造1Kプロジェクトの総括】
• 売上1,000億円の目標には届かなかった。700億円の壁を越えることができなかった。

M&Aは積極的に活動したが、期間内の成立はできなかった。

• 売上は'21年の468億円から'26年は632億円へ成長。BtoBは海外にて顕著に成長。
BtoCではニューモを収益の柱と据えつつ、DRculaやラクトロン錠など次の柱を育成。

• 新規事業「創薬、繊維、アグリ」は、積極投資により次の成長に向けた事業基盤が確立。



63,223

2,632
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ボーンペップを配合した
子供の成長期応援飲料
（2007年に発売開始）

PharmaGABA配合の
メンタルケア チョコレート
（2006年から発売開始）

PharmaGABA配合の
ストレス・睡眠ケア商品が

大手飲料・乳業メーカーから発売

BtoB事業（国内）： 安心安全・高品質により大手採用が継続
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ごま鮭
（GABA: 血圧）

梅ひじき
（カテキン: お腹まわりの脂肪）

BtoB事業（国内）： サプリに加え、一般食品にも機能性が拡大
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USA ThailandCanada ThailandUSA

BtoB事業（海外）： 国内中心から、海外が大きな成長ドライバーに推移



ひざ関節サプリ
「タマゴサミン」

累計出荷数は2026.8.31 現在

育毛剤
「ニューモ」

累計出荷数3,324万本
5年連続売上世界No.1※1

累計出荷数858万袋※3

機能性表示食品としてリニューアル

※1 TPCマーケティングリサーチ㈱調べ
(2020 - 2024)

まつ毛美容液
「WMOA」

累計出荷数371万本
2年連続売上世界No.1※2

※2 TPCマーケティングリサーチ㈱調べ
(2023 - 2024)

9

BtoC事業： 独自素材を活かしたカテゴリートップ・ブランドを育成

※3 タマゴサミンSP
＋機能性表示食品タマゴサミン合算
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BtoC事業： 「オムニチャネル戦略」により新規顧客を開拓

*一部のLOFT店舗には配荷されない可能性がございます

LOFT
クリームシャンプー「KURUB」

コストコ
育毛剤「ニューモ」

LOFT
まつ毛美容液「WMOA」
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バイオメディカル事業： 抗体技術ALAgeneのアライアンス成功

１ 田辺ファーマ
• '21年に導出した「自己免疫疾患向け 抗

体医薬品候補」について、
'24年6月にPMDAへの初回治験計画
届を提出し、30日調査が完了。

• '25年7月に第Ⅰ相単回投与臨床試験
が完了。それぞれでマイルストーン達成。 

２ 武田薬品工業
• ‘25年７月、ALAgene®で取得した

抗体に関して、
抗体配列情報をライセンスアウト。



12

バイオメディカル事業： 「創薬企業」から「製薬企業」へ。共同開発が加速

●AI創薬による抗体医薬品創出

東京大学大学院 工学系研究科長
工学部長 津本浩平 教授
AIを活用した「次世代抗体創薬
プラットフォーム」を共同開発。

国立循環器病研究センター
副院長 猪原 匡史 先生
「カダシル創薬研究部」を共同設立。
「アドレノメデュリン」開発を推進。

●難病創薬によるペプチド医薬品創出



アジェンダ
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（1） 中期経営計画2026 「新価値創造1Kプロジェクト」 総括

（2） 中期経営計画2029 説明



PFIグループあるべき姿 「研究開発型企業」

14

創業当時の写真 (左端が代表取締役・金武祚) 創業から揺るぎない企業理念



(抗体創薬プラットフォーム技術の開発)
(バイオスティミュラントの研究開発)
※農水省補助事業

(脳卒中予防の研究開発)

（希少疾患の新薬開発）

(食品機能のメカニズム解析)

(ペプチド機能の研究開発)
（眼領域に対する抗体医薬開発）

(卵殻膜資源の高度利用)
※NEDO補助事業

(食品素材の研究開発)

(バイオスティミュラントの研究開発)
※農水省補助事業

強力な研究体制： 大学や研究機関と連携し、イノベーション創出を構築

15

(機能性アミノ酸の研究開発)

(ヒトがん細胞を用いた研究開発）

大学共同利用機関法人
高エネルギー加速器研究機構

(構造解析に関する研究開発)
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研究体制の強化

京都大学 名誉教授
ファーマフーズ 総合研究所所長

卵、米、発酵食品などに隠された
“未知の機能性ペプチド”を発見し

機能性ペプチド研究の常識を変える

ファーマフーズ 総合研究所 所長 佐藤 健司 

機能性ペプチド研究

身体内で真に生理機能を有する
機能性ペプチドを数々発見。

味噌や醤油など発酵食品中から
新たな機能性ペプチドを発見。
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「PFサイエンス奨学金」を設立し、次世代研究者の育成

ライフサイエンス分野の若手研究者の育成を目的に、
20２４年にPFサイエンス財団を設立。26年4月には第2期奨学生6名を迎えた。



食品

アグリ繊維

創薬 化粧品
機能性素材 

開発

(バイオ技術)

・バイオ技術をコアとし、5つの領域(食品・化粧品・創薬・繊維・アグリ)に展開。

・5つの領域に適した新素材や製品を創出し、健康・環境の課題解決と社会の発展に貢献する。

ファーマフーズの事業領域における「5つの柱」

18
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中期経営計画2029
「１Kプロジェクト -SPRING戦略-」



０１ 新規事業の積極育成
新規事業「創薬、繊維、アグリ」を積極育成し、次の事業の柱に。

０２ 財務基盤の徹底強化
基盤事業の営業CFを安定化・黒字化させ、財務基盤を強化。

０３ 連続的なM&A事業
M&A事業等を通じて、飛躍的成長で「1K達成」に挑む。
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中期経営計画2029「1Kプロジェクト -SPRING戦略-」 基本方針



0１ 成長事業「創薬」： 抗体技術を基盤に製薬企業に成長

'06年
創薬研究
を開始

2030年に

創薬から製薬企業へ

‘１９年
創薬研究所
を開設

'18年
田辺ファーマ*

と共同研究
*旧 田辺三菱製薬

'21年
田辺ファーマ*

へ導出
（MT-3534）

'24年
臨床試験開始
マイルストン達成

'25年
世界初「カダシル創薬研究部」を
国立循環器病研究センターと設立

'２６年
カダシル治療薬候補を
ライセンスイン

21
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カダシル

国立循環器病研究センター

副院長 脳神経内科部長
猪原 匡史 先生

研究体制

脳の血管に障害が生じる遺伝性難病。
（厚生労働省の指定難病「124」)

片頭痛、脳梗塞、認知症の症状が出る。

根本的な治療法が確立されていない。

出所：国立循環器病研究センター

• 猪原先生は、カダシル研究と治療における第一人者。
• ファーマフーズと「カダシル創薬研究部」を設立し、

病態解明と新薬「アドレノメデュリン」開発を推進。

0１ 指定難病「カダシル」に対する新薬の開発

「日本発・世界初」の画期的な新薬として、2030年の早期承認を目指す

創薬事業

2030年カダシル治療薬の承認後は
Peak Sales20億円を見込む。
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カダシル
治療薬

(アドレノメデュリン)

がん抗体1
(膵臓がん等)

概要

パ
イ
プ
ラ
イ
ン

基礎研究 探索研究 前臨床研究
臨床研究

第1相 第2相 第3相
製造・販売

承認
申請

標的分子の探索
メカニズム解析

薬理効果の確認
リード分子取得

ヒトへの投薬に
向けた動物試験

ヒトでの
安全性確認

少数のヒト
投与試験

薬効確認
試験

許認可 卸売業者を通して
医療機関へ販売

AviOn 1*

2026

ライセンスイン

2030

承認

ロ
イ
ヤ
リ
テ
ィ
収
入

2〜3年 1〜2年5〜7年1〜2年

自
販
売
上

自己免疫疾患
MT-3534

がん領域におけるパートナリング活動中

研究開発

第1相a 完了

第3相 準備中

研究開発

*当社が開発した抗体医薬品シーズ がん特異的抗体
※今後の展望は当社が作成したものであり、パイプラインの進捗やライセンス契約、承認等を保証するものではございません

がん抗体2
(乳がん等)

がん抗体3
(膵臓がん等)

０１ 成長事業「創薬」： 独自技術を活かした研究開発パイプライン展望
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液状化卵殻膜卵殻膜
1万t/年

卵殻膜繊維
ovoveil

電極材料

アグリ
バイオ

スティミュラント

卵殻膜ナノファイバー 

ハイブリッド繊維

卵殻膜ペプチド

０１ 経産省「バイオものづくり革命推進事業(51億円)」に採択。新たな事業が確立。
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０1 成長事業「繊維」： 新規ハイブリッド繊維 ovoveil (オボヴェール)

廃棄予定の卵殻 卵殻膜を分離 卵殻膜 加水
分解

セルロースと混合、
繊維化＝ovoveil



26

０1 成長事業「繊維」： 大阪関西万博にて「ovoveil」を世界中に披露
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０1 成長事業「繊維」： Paris Collection 2025にてovoveilが大注目

doublet®： Spring＆Summer ２０２６



０1 成長事業「繊維」： 欧州中心に注目を浴び、「ovoveil」の認知が拡大

LVMH（モエ・ヘネシー・ルイ・ヴィトン） 
メティエ ダール主催の特別展に招待。

世界最高峰ファッション素材見本市
「プルミエール・ヴィジョン・パリ」に出展。

28



０1 成長事業「繊維」： 国内外でovoveil販売が開始。'3１年売上30億円を見込む

セレクトショップ「BIOTOP」が開発した、ovoveilデニムコレクションが発売開始 29



０1 成長事業「繊維」： 国際展示会（ドイツ）にて、「ovoveil」がセルロース部門賞を受賞

ovoveilがセルロース部門のAwardを受賞
30





01 成長事業「アグリ」： バイオスティミュラント（BS）により世界の農業危機を救う

通常肥料 弊社バイオスティミュラント
32



33
26年は全国8府県（東北～九州）における17圃場にてお米に対する実証試験を実施。

01 成長事業「アグリ」： BS「ルートクイーン」が猛暑下の水稲栽培を救う



01 成長事業「アグリ」： BS「ルートクイーン」が猛暑下の水稲栽培を救う

34

通常栽培
（慣行区）

ルート
クイーン

散布



01 成長事業「アグリ」： 国内でBS販売開始。'31年売上10億円を見込む

560.0

615.0
629.5

500

550

600

650

通常栽培区

（慣行）

ルートクイーン区

（中干し散布）

ルートクイーン区

（育苗散布）

実
収

量
（
k
g

/1
0

a
）

０

年1回のBS散布により
実収量が9.8～12.4％増加。
（2026年秋田県。品種：あきたこまち） 35

農水省「オープンイノベーション研究・実用
化推進事業」に採択。

産学で連携し事業化を加速。

代表機関

伊藤忠商事
グループ
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０１ 未利用資源が未来を動かす：卵殻膜から生まれた新電極材料

液状化した
卵殻膜

回収した
卵殻膜

卵殻膜から生まれた
新たな電極材料(シート)

卵殻膜
ナノファイバー 

2026年3月11日付
プレスリリース出典： Mayakrishnan et al., J Energy Storage. 2026;141(C):119341.

Mayakrishnan et al., Adv Compos Hybrid Mater. 2025;8:428.

卵殻膜からアップサイクルされた新たな電極材料は、従来の材料を凌駕する蓄電容量と出力性能を有する。
さらに、10,000回の充電サイクル後も90％以上の蓄電能力を保持する優れた長期安定性が示された。
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出
力

強
度

(
W

/
k
g

)

エネルギー密度 (Wh/kg)

卵殻膜由来
新電極材料の
ポジショニング

Target

応用が期待される分野

スマートデバイス産業

電圧負荷の高いハイテク産業

大規模データセンター既製品または
過去の研究実績

ドローン

本材料が実現する３つの優位性

急速蓄電

瞬発出力

長期安定性

0１ 次世代の高性能電極材料として社会実装へ



０２ 基盤事業： PharmaGABA®の安全性データにより欧州展開が加速

PharmaGABA®の長期かつ継続的摂取に対する安全性データが国際学術誌に掲載。
本成果により、安全性を最重視するグローバル企業からの採用がさらに促進。

（出典： Toxicology Reports. Volume 16, June 2026, 102249.） 38



０２ 基盤事業： PharmaGABA® が“ISPH Gold Award” を受賞

国際精密医療学会において、
PharmaGABAがGold Awardを受賞。

※国際精密医療学会（International Society for
Precision Health）が、科学的卓越性と革新性を通じて
精密医療分野の発展に貢献した技術・商品を厳正に審査。
当社を含め、5つ商品がGold Awardに選ばれた。



０２ 基盤事業： “北里プレミアムAWARD”最高金賞受賞

「ノウベルQi2」（PharmaGABA®配合したサプリ）
最上位の「最高金賞」を受賞 

※KITAZATO Award：（一社）日本品質評価機構が運営する品質評価制度。
専門家が品質・安全性、表示の適正性、製造・衛生管理体制など多面的に審査。



０２ 基盤事業： GABAに続く機能性素材で国内外のビジネスを強化

（Journal of Food Bioactives. ２０２６） 41

１ 骨・関節強化 2 むくみ軽減 ３ 内臓脂肪軽減

（Regen Ther. 2022 など） （Journal of Food Bioactives. ２０２６）

プラセボ ランペップ

カルピスキッズ
（エルビー）

子供向け乳飲料
（韓国Seoul Milk）

ランペップ摂取により、
顔の“むくみ”が軽減

タマリノール摂取により、
内臓脂肪の蓄積が軽減



０２ 基盤事業「海外事業」： グローバル成長を加速する人財戦略

GST（Global Solution Team)を構築。
当社「技術価値」のグローバル展開を促進。

42

奈良先端科学技術大学、沖縄科学技術大学、
立命館APUと連携し、人財の積極採用。



０２ 基盤事業「明治薬品」： 新工場によりCMO事業が強固な利益基盤に

5年後の売上目標50億円に対し、
すでに約41億円分の受託契約を獲得済。

43

2029年から新工場が本格稼働。
（26年7月に着工開始）

0

1,000

2,000

3,000

4,000

5,000

6,000

7,000

2026年

（29期）

2027年

（30期）

2028年

（31期）

2029年

（32期）

2030年

（33期）

売
上

（
百

万
円

）

新規案件（未確定）

新規案件（確定）

既存品目

目標



０２ 基盤事業「BtoC」： 営業CFを安定化＆黒字化

44

• 【リピート率およびロイヤル顧客比率向上】
単年度利益40億円を維持。その範囲で効率的な広告投資を実行する。

• 【商品回転率の促進とキャッシュ化】
商品の販売促進仕組み化、棚卸資産の増加抑制、単年度での営業CF黒字。



0３ M＆A戦略： マリン・プロフーズ社を100％株式取得契約

２０２６年１０月６日にファーマフーズグループにジョイン
45



0３ M＆A戦略： マリン・プロフーズ社を100％株式取得契約

マリン・プロフーズ ３つの強み

01 大手食品メーカー由来の信頼

・紀文グループやキッコーマングループの事業運営を経て独立。
・水産加工品など良質なフィッシュプロテイン製品をラインナップ。

02 病院食・介護食・給食を中心とした強固な販路

・病院・介護施設、学校・企業給食、外食、中食へ展開
・安定した顧客基盤にて、2026年3月期売上高9,475百万円

03 ファブレス企業でアセットライトなビジネスモデル

・おいしく安心の商品に定評があり、その商品企画と販売に特化。
・ファブレスであり、大規模な設備投資は不要。
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0３ M＆A戦略： マリン・プロフーズ社×ファーマフーズの狙い

メディカルフード
• 美味しさ
• 安心安全
• 栄養と機能の同居

47



0３ M＆A戦略： 栄養と機能の同居したメディカルフード

プロテイン×GABAにより筋肉量が７倍増加

増
加

し
た

筋
肉

量
（
g

）

プロテイン10g プロテイン10g
＋GABA

J Clin Med Res. 2019 48



0３ M＆A戦略： 新たな成長領域「メディカルフード事業」を創出

・毎日食べたくなる美味しさ
・良質なフィッシュプロテイン
・安心安全な商品設計

『メディカルフード』を病院や介護施設などに展開。
大手商社・製薬企業と連携して、さらなる事業拡大を目指す。

・シニアや子供の健康に適した
機能性食品素材

49



0３ M＆A戦略： 「メディカルフード事業」のさらなる市場拡大

国内BtoC市場の拡大

機能性×フィッシュプロテインを活用し、
大手CVSや大型GMSなど新たな市場を拡大。

海外市場での展開拡大

介護市場が増加するアジア圏を中心に
メディカルフード事業を展開。

出典： 読売新聞（2025/12/13）
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‘２６年7月
（29期）

‘２７年7月
（30期）

‘２８年7月
（31期）

‘２９年7月
（32期）

売上(百万円） 63,223 ６７,０００ 69,０００ 72,０００

営業利益（百万円） 2,632 3,０00 3,３00 4,4０0

営業利益率（％） 4.2% 4.5% 4.8% 6.1%

中期経営計画2029 「1Kプロジェクト -SPRING戦略-」 財務目標

【SPRING戦略の基本方針】
• 新規事業「創薬、繊維、アグリ」を積極育成し、次の事業の柱に。
• 基盤事業「BtoB、BtoC」の営業CFを安定・黒字化させ、財務基盤を強化。
• 「M&A」等を駆使し、連続的かつ飛躍的成長により「1K達成」に挑む。

51



中期経営計画2029 「１Kプロジェクト -SPRING戦略-」 財務目標

7２０億円

44億円
営業利益率 6.1%

3４億円
営業CF率 ４．８%

11１円

2029年7月期

632億円

26億円
営業利益率 4.2%

▲11.8億円

６８円
当社EPS最高値132円(21年7月期)

2026年7月期

売
上
高

営
業
利
益

営

業
C
F

E
P
S

営業CF率 ▲1.9%
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事業成長ポートフォリオ 

• 既存事業のBtoB/BtoCは財務基盤を徹底強化し、収益性を高める。
• 次の柱となる創薬・繊維・アグリは成長対象として積極育成する。
• 連続的なM＆Aにより、飛躍的な成長につなげ、「1K達成」に挑む。

新規事業は成長ドライバーとして徹底育成

高

高

積極投資

収
益
性

アグリ
(バイオスティミュラント)

繊維
(ovoveil/電極材料)

創薬
(抗体医薬/

ペプチド医薬)

BtoB
（機能性素材/

機能性製品など） BtoC
(通信販売)

基盤事業は収益性を高める
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